










































第 1 著者として学術論文が 3 編「藤田薫、 渡部俊広、 北川大二：小型底びき網のグランドロー
プの太さによる漁獲選択性の相違.日本水産学会誌、 72、 695-701(2006）」と「藤田薫、 松下吉
樹、 本多直人、 山崎慎太郎、 小林正三：トロール網のグランドロープに対するズワイガニ類の
行動．日本水産学会誌、 73(3)、 495-504(2007)」、「Kaoru Fujita、 Toshihiro Watanabe、 Masaki 
Ito、 Tadashi Tokai：Variation in snow crab entry ratio among sections of footrope and its 
effect on trawl net catching efficiency. Fisheries Science、 Fisheries Science、 81、 
1013-1024、 (2015）」が印刷公表済みであるとともに、講演発表を日本水産工学会やその他の報
告会などで行っていることを確認した．また、合同セミナーへの出席回数も 60 時間を越えている
ことを確認した。英語での論文を公表していることから、語学の能力については問題ないと判断し
た。 
 
以上のことから、申請者について論文審査および最終試験とも合格と判定した。 
